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核融合 DEMO 炉の固体燃料増殖ブランケット内では，冷却材の流動により振動する配管がトリチウム増殖

材(Li2TiO3 微小球)と接触しながら連続的に振動する事でフレッチングコロージョンが生じる可能性がある．

Li2TiO3 や候補構造材である F82H 等を用いてフレッチング試験を実施し，基礎的挙動を機構論的に調べた． 
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1. 緒言 核融合 DEMO 炉の燃料増殖ブランケットで

は，F82H を構造材料とするブランケット筐体中にトリ

チウム増殖材である Li2TiO3 が微小球の形で充填され

る．ブランケット内において冷却配管が流力振動する

と，微小球と配管壁の間にフレッチングコロージョンが

発生する恐れがある．本研究では，新たに製作したフレ

ッチング腐食試験装置を用いて Li2TiO3や F82H を含む

様々な材料を対象とした予備的試験を室温・大気環境下

で実施した．本研究の目的は, 基礎的なフレッチングコ

ロージョン挙動を調べることである． 

2. 実験方法 図 1 に, 本研究

で新たに製作したフレッチン

グ腐食試験装置の構造を示

す．室温の大気環境下におい

て, 振幅 120μm，振動数 50Hz

で振動する平板試験片上に微

小球を 4.9N 及び 2.0N の荷重

を与えて点接触させた．試験

時間は 1 分，10 分，300 分であ

る．微小球材料には Li2TiO3(φ

1.2mm) ， Al2O3( φ 1.0mm) ， 304(Fe-

18Cr)(φ1.0mm)，平板試験片材料には

430(Fe-18Cr)，F82H(Fe-7.7Cr-1.94W)，Fe

を用いた．試験後，微小球および平板試

験 片 上 の 擦 過 や 酸 化 の 状 態 を

SEM/EDX により，平板試験片表面の擦

過痕の深さ等を分析した． 

3. 実験結果 図 2 は常温大気環境下に

おいて, 4.9Nの荷重を加えながら水平方

向に振動する F82H に接触させた

Li2TiO3 球を SEM により撮影したもの

である． Li2TiO3 球に大きな損傷が見

られた． 1 分試験後の Li2TiO3微小球の接所部には，直径約 150μm ほどの擦過痕が観察されたが, 化学組成

の変化は見られなかった．図 3 は F82H 表面に形成された擦過痕を SEM によって観察した結果である．300

分試験の F82H 試験片上には最大深さ約 40μm の擦過跡に加え，平板試験片材料の酸化，破損した Li2TiO3片

の付着が確認された．EDX による化学組成の分析から，Li2TiO3球を用いた試験で発生したフレッチングデブ

リは Ti と O を主成分としており, 破損した Li2TiO3 である事が示唆された．304 微小球を用いた試験では, 

F82H試験片上に深さ 30μmの擦過跡が見られ, フレッチングデブリは Feや Crの酸化物である事が分かった.  
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図 1. フレッチング腐食試験装置 

図 3. Li2TiO3球/F82H(常温大気下，荷重 4.9N)試験後の F82H 表面 

(a)10 分試験後 (b)300 試験後 

図 2. Li2TiO3球/F82H(常温大気下，荷重 4.9N)試験後の Li2TiO 球 

(a)1 分試験後 (b)10 分試験後 (c)300 試験後 
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